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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
に
「
空
港
ピ
ア
ノ
」
と
い
う
番

組
が
あ
り
ま
す
。
空
港
の
他
に
、鉄
道
の
「
駅
」
や
「
街

角
」
に
置
か
れ
た
ピ
ア
ノ
を
、
通
り
が
か
っ
た
人
々
が

短
く
演
奏
す
る
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
夜
の
11
時

か
ら
12
時
に
か
け
て
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
日
の
終
わ
り
の
ほ
っ
と
し

た
時
間
の
小
さ
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
て
番
組
を
見
た
時
に
、
空
港
、
駅
、
街
角
と
い
っ
た
公
共
の
場
所
に
ピ

ア
ノ
を
置
く
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。
番
組
ス
タ
ッ
フ

は
、
そ
う
し
た
ピ
ア
ノ
に
い
く
つ
か
の
小
型
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
、
演
奏
の
様

子
と
奏
者
の
職
業
や
経
歴
と
と
も
に
曲
名
を
示
し
、
同
時
に
奏
者
の
短
い
コ
メ

ン
ト
を
流
し
ま
す
。
特
に
印
象
的
な
の
は
、国
際
的
な
空
港
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅（
特

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）に
置
か
れ
た
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
、非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
演
奏
さ
れ
る
曲
が
非
常
に
多
様
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
空
港
や
駅
で
演

奏
さ
れ
る
の
で
、
時
間
の
か
か
る
大
曲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は

や
は
り
シ
ョ
パ
ン
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
大
部
分
は
こ
こ
二
、三
十
年

に
作
ら
れ
た
曲
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
も
の
は
少
な
い
の
で
す
が
、

時
に
日
本
の
ア
ニ
メ
や
映
画
で
使
わ
れ
た
曲
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

日
本
の
ア
ニ
メ
が
海
外
で
も
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ
し
て
、
時

に
聞
い
た
こ
と
が
な
い
な
と
思
う
と
、
演
奏
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
っ
た
り
、

即
興
演
奏
で
あ
っ
た
り
し
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
演
奏
者
自
身
が
多
様
で
す
。
番
組
編
集
の
際
の
取
捨
選
択
の
影
響
が

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
十
代
の
学
生
が
い
れ
ば
、
熟
年
の
経
営
者
や
大
学
教

授
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
、
中
に
は
九
十
を
超
え
た
男
性
が
い
た
り
し

ま
す
。
ア
フ
リ
カ
系
の
人
々
も
か
な
り
演
奏
し
ま
す
が
、国
籍
を
見
る
と
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
植
民
地
支
配
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
や
ソ
マ
リ
ア
、
あ
る
い
は
シ
リ
ア
か
ら
の
難
民
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
で
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
こ
の
国
で
も
国
際
空
港
の
利
用
者
は
本
当
に
多
様
で
す
。
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
航
空
機
の
利
用
者
は
極
端
に
少
な
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
空
港
ピ
ア
ノ
」
の
番
組
の
収
録
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る

だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。
早
い
機
会
に
新
し
い
空
港
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
待

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

利用者自治会「玉堤オールスターズ」の選挙で選ばれた２人と握手
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●
本
年
度
の
聖
句

主
に
望
み
を
お
き
尋
ね
求
め
る
魂
に
主
は
幸
い
を
お
与
え
に
な
る
。

主
の
救
い
を
黙
し
て
待
て
ば
、
幸
い
を
得
る
。
若
い
と
き
に
軛く
び
き
を

負
っ
た
人
は
、
幸
い
を
得
る
。

（『
哀
歌
』
３
章
25
―
27
節
）
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法
人
諸
会
議
に
お
い
て
、事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、課
題
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◎
法
人
本
部

（
１
）�福
祉
人
財
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

離
職
理
由
の
調
査
を
行
い
、離
職
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

（
２
）�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
措
置
を
早
期
に

実
施
し
ま
し
た
。

（
３
）�第
５
期
３
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。課
題
を
確
認
し
、

一
般
職
に
も
分
か
り
や
す
い
計
画
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

◎
泉
の
家

（
１
）�水
害
・
風
害
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
、災
害
時
の
安
全
対

策
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

（
２
）�働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
、業
務
の
整
理
・
見
直
し
を

行
い
残
業
時
間
の
軽
減
や
休
憩
時
間
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

◎
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
・
玉
堤
分
場

（
１
）�利
用
者
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
本
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
面
談
を
充
実
さ
せ
、支
援
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

（
２
）�町
内
自
治
会
や
説
明
会
に
参
加
し
、地
域
の
状
況
を
知
る
こ

と
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

（
３
）�玉
堤
分
場
の
浸
水
被
害
に
よ
る
復
旧
期
間
中
は
、本
園
で
活

動
を
行
い
、事
業
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
、４
か
月
後

に
玉
堤
分
場
で
活
動
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
お
か
も
と

（
１
）�家
族
の
環
境
変
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
・
利
用
者
間
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
、モ
ニ
タ
リ
ン

グ
月
以
外
の
調
整
に
も
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

◎
コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

（
１
）�散
歩
や
外
部
販
売
な
ど
を
通
し
て
利
用
者
が
地
域
を
知
る

機
会
を
多
く
作
り
ま
し
た
。

（
２
）�全
職
員
対
象
に
利
用
者
支
援
に
つ
い
て
再
確
認
し
、意
見
交

換
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
い
の
に
あ

（
１
）�そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
で
き
た
こ
と
で

日
中
の
仕
事
や
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

（
２
）�誕
生
日
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定
着
し
て
利
用
者
同
士
の

交
流
も
で
き
ま
し
た
。

◎
日
の
出
舎

（
１
）�職
員
の
虐
待
や
、
重
大
な
事
故
に
対
し
て
の
検
証
・
反
省
を

行
い
、
再
発
防
止
の
た
め
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

を
基
軸
と
し
て
、改
善
を
図
り
ま
し
た
。

（
２
）�利
用
者
の
重
度
化
、加
齢
化
の
問
題
に
対
し
て
、介
護
技
術
研

修
の
実
施
、嚥
下
・
栄
養
状
態
等
を
検
討
し
対
応
し
ま
し
た
。

（
３
）�防
犯
対
策
と
し
て
屋
外
侵
入
監
視
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。

（
４
）�年
度
末
に
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
就
労
日
の
出
舎

（
１
）�障
が
い
特
性
に
配
慮
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、２
０
１
９
年

度
の
年
間
売
上
は
２
２
，２
５
９
，２
５
４
円
に
伸
び
、平
均

工
賃
も
４
８
，２
６
９
円
に
な
り
ま
し
た
。並
行
し
て
就
労

移
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、グ
ル
ー
プ
で
の
企
業
見
学
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
見
学
・
登
録
・
相
談
な
ど
の
支
援
も

実
施
し
ま
し
た
。

◎
相
談
日
の
出
舎

（
１
）�利
用
者
と
対
面
で
面
談
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、ご
本
人
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
状
態
の
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

（
２
）�関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、地
域
の
利
用
者

が
よ
り
良
い
形
で
地
域
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み

（
１
）�各
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
外
出
や
活
動
が
実
現
で
き

る
よ
う
、地
域
の
事
業
所
と
の
協
働
で
支
援
し
ま
し
た
。

（
２
）�職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、年
間
12
回
の
事
業
所
内

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年
度度

決
算
報
告

決
算
報
告

科目 金額
資産の部

流動資産 316,241,679
固定資産 1,499,865,574
基本財産 1,179,400,461
その他の固定資産 320,465,113
資産の部合計 1,816,107,253

負債の部
流動負債 96,813,252
固定負債 157,341,146
負債の部合計 254,154,398

純資産の部
基本金 167,037,230
国庫補助金等特別積立金 700,460,548
その他の積立金 132,033,595
次期繰越活動増減差額 562,421,482
純資産の部合計 1,561,952,855
負債及び純資産の部合計 1,816,107,253

科目 金額
サービス活動増減の部
　サービス活動収益 941,966,680
　サービス活動費用 960,771,843
　サービス活動増減差額 △ 18,805,163
サービス活動外増減の部
　サービス活動外収益 6,017,113
　サービス活動外費用 947,809
　サービス活動外増減差額 5,069,304
経常増減差額 △ 13,735,859
特別増減の部
　特別収益 4,167,000
　特別費用 4,823,581
　特別増減差額 △ 656,581
当期活動増減差額 △ 14,392,440
繰越活動増減差額
　前期繰越活動増減差額 578,147,517
　当期末繰越活動増減差額 563,755,077
　基本金取崩額 0
　その他の積立金取崩額 0
　その他の積立金積立額 1,333,595
　次期繰越活動増減差額 562,421,482

科目 金額

事業活動による収支

　事業活動収入 947,983,793

　事業活動支出 924,364,347

　事業活動資金収支差額 23,619,446

施設整備等による収支

　施設整備等収入 4,167,000

　施設整備等支出 18,532,766

　施設整備等資金収支差額 △ 14,365,766

その他の活動による収支

　その他の活動収入 3,889,310

　その他の活動支出 6,707,895

その他の活動資金収支差額 △ 2,818,585

予備費支出 0

当期資金収支差額合計 6,435,095

前期末支払資金残高 250,697,998

当期末支払資金残高 257,133,093

法人合計貸借対照表の要旨� （単位：円）法人合計事業活動計算書の要旨�（単位：円）法人合計資金収支計算書の要旨�（単位：円）
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報
告

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
経常経費寄付金収入 1,033,595

サービス活動収益計 (1) 1,033,595
費用
人件費 3,435,859
事業費 0
事務費 5,137,818
減価償却費 12,015

サービス活動費用計 (2) 8,585,692
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 7,552,097

サービス活動増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 434,205

サービス活動外収益計 (4) 434,205
費用
その他のサービス活動外費用 1,200

サービス活動外費用計 (5) 1,200
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 433,005

経常増減差額 (7=3+6) △ 7,119,092
特別増減の部

収益
施設整備等寄付金収益 300,000
拠点区分間繰入金収益 9,000,000
      特別収益計 (8) 9,300,000
費用
拠点区分間繰入金費用 0
      特別費用計 (9) 0
  特別増減差額 (10=8-9) 9,300,000
当期活動増減差額 (11=7+10) 2,180,908

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 38,064,082
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 40,244,990
その他の積立金取崩額 0
　　施設整備等積立金取崩額 0
　　施設運営費積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 1,333,595
　　施設整備積立金積立額 1,333,595
次期繰越活動増減差額 38,911,395

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 3,867,954
障害福祉サービス事業収益 233,985,780
　　自立支援給付費収益 2,697,328
　　補助金事業収益（公費） 725,840
　　受託事業収益（公費） 230,475,612
　　その他の事業収益 87,000
経常経費寄付金収入 236,000
その他の収益 420

サービス活動収益計 (1) 238,090,154
費用
人件費 135,543,486
事業費 21,830,820
事務費 82,105,906
就労支援事業費用 3,946,074
減価償却費 738,547
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 608,348

サービス活動費用計 (2) 243,556,485
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 5,466,331

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 672,646

サービス活動外収益計 (4) 672,646
費用
その他のサービス活動外費用 22,600
　雑損失 22,600

サービス活動外費用計 (5) 22,600
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 650,046
経常増減差額 (7=3+6) △ 4,816,285

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 865,000
      特別収益計 (8) 865,000
費用
固定資産売却損・処分損 36,534
国庫補助金等特別積立金積立額 865,000
災害損失 29,047
      特別費用計 (9) 930,581

  特別増減差額 (10=8-9) △ 65,581

当期活動増減差額 (11=7+10) △ 4,881,866
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) 13,698,845
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 8,816,979
次期繰越活動増減差額 8,816,979

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 21,292,624
障害福祉サービス事業収益 399,378,636
　自立支援給付費収益 294,563,734
　利用者負担金収益 455,089
　補足給付費収益 7,044,170
　特定費用収益 27,831,643
　その他の事業収益 69,484,000
経常経費寄付金収入 431,000
その他の収益 866,900

サービス活動収益計 (1) 421,969,160
費用
人件費 262,299,928
事業費 48,686,863
事務費 53,779,087
就労支援事業費用 22,259,254
減価償却費 46,281,364
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 18,617,020

サービス活動費用計 (2) 414,689,476
サービス活動増減差額 (3=1-2) 7,279,684

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 55,278
その他のサービス活動外収益 1,074,779

サービス活動外収益計 (4) 1,130,057
費用
支払利息 0
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計 (5) 0
　サービス活動外増減差額 (6=4-5) 1,130,057
経常増減差額 (7=3+6) 8,409,741

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 2,258,000
事業区分間固定資産移管収益 0

      特別収益計 (8) 2,258,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 2,258,000
拠点区分間繰入金費用 9,000,000
拠点区分間固定資産移管費用 69,862
その他の特別損失 891,000
      特別費用計 (9) 12,218,862
  特別増減差額 (10=8-9) △ 9,960,862
当期活動増減差額 (11=7+10) △ 15,511,21

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 432,487,075
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 430,935,954
その他の積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 430,935,954

本部� （単位：円）
サービス活動増減の部

収益
就労支援事業収益 6,939,163
障害福祉サービス事業収益 168,692,380
　自立支援給付費収益 92,488,827
　利用者負担金収益 385,103
　特定費用収益 2,655,130
　その他の事業収益 73,163,320
経常経費寄付金収入 190,490
その他の収益 14,400

サービス活動収益計 (1) 175,836,433
費用
人件費 80,676,405
事業費 14,196,911
事務費 62,255,834
就労支援事業費用 6,979,375
減価償却費 12,483,325
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 10,123,006

サービス活動費用計 (2) 166,468,844
サービス活動増減差額 (3=1-2) 9,367,589

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 714,000
受取利息配当金収益 3,847
その他のサービス活動外収益 2,547,605

サービス活動外収益計 (4) 3,265,452
費用
支払利息 714,000
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計 (5) 714,000
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 2,551,452

経常増減差額 (7=3+6) 11,919,041
特別増減の部

収益
施設整備等補助金収益 744,000
      特別収益計 (8) 744,000
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 2
国庫補助金等特別積立金取崩額（除去等） △ 2
国庫補助金等特別積立金積立額 744,000
拠点区分間繰入金費用 9,000,000
その他の特別損失 0
　　特別費用計 (9) 9,744,000
　特別増減差額 (10=8-9) △ 9,000,000

当期活動増減差額 (11=7+10) 2,919,041
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) 1,025,822
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 3,944,863
その他の積立金取崩額 0
その他の積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 3,944,863

泉の家� （単位：円）岡本福祉作業ホーム� （単位：円）
事業活動計算書

日の出舎� （単位：円）2020年 3月末日現在 コイノニアかみきた� （単位：円）
泉の家 定員 現員

利用人数　

生活介護 20 名 19 名

就労移行支援 6 名 0 名

就労継続 B 型 25 名 21 名

平均工賃　 就労継続 B 型 13,532 円

岡本ホーム 定員 現員

利用人数　

生活介護 24 名 26 名

就労移行支援 6 名 0 名

就労継続 B 型 10 名 9 名

平均工賃　 就労継続 B 型 11,511 円

玉堤分場 定員 現員

利用人数　
就労移行支援 6 名 0 名

就労継続 B 型 13 名 17 名

平均工賃　 就労継続 B 型 8,240 円

コイノニアかみきた 定員 現員

利用人数　
生活介護 20 名 8 名

就労継続 B 型 30 名 11 名

平均工賃　 就労継続 B 型 31,641 円

グループホーム
こいのにあ

定員 現員

ユニットてら・そら 8 名 7 名

日の出舎 定員 現員

利用人数　

施設入所 45 名 45 名

生活介護 55 名 53 名

就労継続 B 型 20 名 26 名

平均工賃　 就労継続 B 型 48,269 円

グループホーム
のぞみ

定員 現員

ユニットのぞみ 6 名 6 名

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 10,793,036
障害福祉サービス事業収益 94,275,480
　自立支援給付費収益 57,497,310
　利用者負担金収益 235,738
　補足給付費収益 700,000
　特定費用収益 8,424,986
　その他の事業収益 27,417,446
経常経費寄付金収入 111,000
その他の収益 0

サービス活動収益計 (1) 105,179,516
費用
人件費 69,940,676
事業費 11,217,164
事務費 26,758,971
就労支援事業費用 10,815,164
減価償却費 25,073,585
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 16,192,036

サービス活動費用計 (2) 127,613,524
　　サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 22,434,008

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 168,000
受取利息配当金収益 187
その他のサービス活動外収益 346,566

サービス活動外収益計 (4) 514,753
費用
支払利息 207,996
その他のサービス活動外費用 2,013

サービス活動外費用計 (5) 210,009
　サービス活動外増減差額 (6=4-5) 304,744
経常増減差額 (7=3+6) △ 22,129,264

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 9,000,000
拠点区分間繰入金収益 69,862
      特別収益計 (8) 9,069,862
費用
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0
その他の特別損失 0
      特別費用計 (9) 0
  特別増減差額 (10=8-9) 9,069,862
当期活動増減差額 (11=7+10) △ 13,059,402

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 92,871,693
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 79,812,291
次期繰越活動増減差額 79,812,291
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の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
後
ろ
姿
は

い
つ
も
の
沖
倉
さ
ん
よ
り
か
っ
こ
よ
く
、

大
き
く
み
え
ま
し
た
。

　

更
に
、「
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
美
味
し
い

物
を
食
べ
て
も
ら
う
ん
だ
！
だ
か
ら
頑

張
っ
て
お
仕
事
し
て
12
月
に
も
寄
付
を

す
る
か
ら
ね
！
」
と
。
そ
ん
な
沖
倉
さ

ん
に
は
、
日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
つ
い

忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
、
人
に
対

す
る
思
い
や
り
や
、
優
し
さ
を
思
い
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

沖
倉
さ
ん
、
い
つ
も
優
し
さ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
市
川　

美
和
）

用
者
の
み
ん
な
に
、
日
の
出
舎
内
で
小

さ
な
作
品
展
を
開
い
て
見
て
も
ら
っ
て

は
ど
う
か
？
」
と
い
う
声
が
高
ま
り
ま

し
た
。そ
こ
で「
日
の
出
舎
ミ
ニ
作
品
展
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会

場
は
施
設
内
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
５
カ
所

で
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
品
を
、

間
近
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト

し
ま
し
た
。

　

利
用
者
に
感
想
を
聞
く
と
、「
私
た
ち

が
作
っ
た
作
品
を
、
大
切
に
展
示
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
み
ん
な
に
も
見

て
も
ら
え
て
、
嬉
し
い
で
す
」
と
い
う

声
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
期
は
６
月
19
日
～
７
月
20
日
の
１

か
月
間
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
上
野　

尚
幸
）

日
の
出
舎
作
業
場
、
生
活
介
護
活
動
場

所
、
会
議
室
、
食
堂
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
ま
し
た
。�

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
新
し

い
生
活
様
式
の
も
と
、
で
き
る
限
り
の

感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
、
利
用
者
の

安
全
な
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
加
藤　

圭
介
）

　

日
の
出
エ
リ
ア
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
感
染
症
対
策

と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
現
在

就
労
日
の
出
舎
で
は
、
利
用
者
・
職
員

が
安
全
安
心
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
マ
ス

ク
と
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
不
織
布
と
ゴ
ム
紐

を
シ
ー
ラ
ー
と
い
う
機
械
（
通
常
下
請

け
作
業
等
で
使
用
し
て
い
る
）
を
使
用

し
、
熱
圧
着
で
組
み
合
わ
せ
て
製
作
し

て
い
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
ず
木
枠
を

作
り
、そ
こ
に
耐
火
性
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

製
作
し
た
マ
ス
ク
は
主
に
日
の
出
エ

リ
ア
職
員
用
と
通
所
利
用
者
用
、
入
所

者
通
院
用
と
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
対
面
で
使
用
す
る
テ
ー
ブ

ル
の
中
央
に
設
置
す
る
こ
と
で
飛
沫
感

染
防
止
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
就
労

　

昨
年
12
月
、
就
労
日
の
出
舎
の
朝
礼

で
高
木
施
設
長
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
銃
撃
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
た
中
村
哲
医

師
の
現
地
で
の
活
動
と
訃
報
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所

中
の
沖
倉
さ
ん
も
大
き
く
頷
き
な
が
ら

真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ご
本
人
よ
り
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
」

　
「
可
哀
想
だ
か
ら
た
ま
に
は
パ
ン
ぐ
ら

い
食
べ
さ
せ
た
い
か
ら
」
と
寄
付
が
し

た
い
と
い
う
申
し
出
で
し
た
。
早
速
ご

家
族
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
自
分
の
一

週
間
の
お
小
遣
い
よ
り
も
多
い
金
額
を

寄
付
し
た
い
な
ん
て
…
偉
い
よ
ね
」
と

快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
世
界
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ら

…
。
俺
も
働
い
て
パ
ン
で
も
食
わ
し
て

や
り
た
い
か
ら
」

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
寄
付
の
手
続
き

を
終
え
た
沖
倉
さ
ん
は
、
そ
う
真
顔
で

話
し
作
業
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
気

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
ぞ
み
だ
よ
り

の
ぞ
み
だ
よ
り

就
労
日
の
出
舎
だ
よ
り

就
労
日
の
出
舎
だ
よ
り

「
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
」

「
世
界
で
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
」

�

　
「
真
冬
の
？
こ
い
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
前
号
で
掲
載
）
を
開
催
し
ま
し
た

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
に

外
出
自
粛
と
な
っ
た
影
響
で
、
利
用
者

の
ほ
と
ん
ど
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
展
示

会
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、
数
名
の
利

用
者
・
職
員
の
中
か
ら
「
こ
の
ま
ま
、

作
品
を
見
な
い
で
終
わ
る
の
は
辛
い
ね
」

「
会
場
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
利

日
の
出
舎
だ
よ
り

日
の
出
舎
だ
よ
り

「
ミ
ニ
作
品
展
の
開
催
」

1人でも多くの方に見ていただきたくて

泉会  新任職員紹介２０２０年度泉会  新任職員紹介２０２０年度

日の出舎
施設入所　支援課

コイノニアかみきた
就労継続B型　支援課

コイノニアかみきた
就労継続B型　支援課

岡本ホーム・玉堤分場
就労継続B型　支援課

コイノニアかみきた
生活介護　支援課

高
たか

畠
ばたけ

　瑞
みず

季
き

椙
すぎ

山
やま

　洸
こう

平
へい

前
まえ

田
だ

　朱
あか

音
ね

上
うえ

原
はら

　優
ゆう

和
か

安
あん

齋
ざい

　香
か

澄
すみ

①南の島　②フルーツ　③犬

①沖縄　②焼肉　③鹿①韓国　②白いごはん　③パンダ

①USJ　グアム　香港　②アイス、
お肉（ハンバーグ）　③うさぎ

①南国（ハワイ）　②ラーメン
③ミーアキャット

新任職員の皆さんに聞きました

①　行ってみたいところ

②　好きな食べ物

③　自分を動物に例えると…？

今年度、泉会に５名の新任職員を迎えました。皆様、よろしくお願い致します。

身近に飾って楽しんで心優しい沖倉さん

パーテーションで感染対策清潔を心がけマスク製作中
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昨
年
10
月
、
分
場
は
台
風
に
よ
り
被
災

し
、
施
設
内
に
浸
水
し
ま
し
た
。
そ
の
教

訓
か
ら
、
水
害
避
難
訓
練
の
不
定
期
開

催
を
定
期
の
実
施
に
変
更
し
、
毎
年
最

低
２
回
は
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

春
に
も
早
速
水
害
の
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
時
の
内
容
は
、
地
震
と
水
害
の
連

鎖
的
な
発
生
を
想
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
の
役
割
分
担
も
毎
回
変
え
て
い

る
の
で
、
気
づ
き
も
意
見
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
必
要
な
人
員
や
配
置
は
も
ち

　

今
回
の
所
内
研
修
は
、
利
用
者
支
援

へ
の
気
付
き
を
職
員
間
で
共
有
し
、
職

員
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
質
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
中
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
り
で
業
務
を

行
う
こ
と
が
多
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
職
員
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
支
援
の

着
眼
点
を
共
有
し
、
各
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
の
枠
を
越
え
て
幅
広
く
支
援
を
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
利
用
者
が
安
心
し
て

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
を
し
て

い
る
ケ
ー
ス
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
中
か
ら
具

体
的
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
深
め
て
い

き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良

い
支
援
に
な
る
の
か
、
少
人
数
だ
か
ら

こ
そ
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
要
請
の
中
で
も

前
向
き
に
楽
し
い
こ
と
を
し
た
い
。
少

人
数
で
も
距
離
を
保
ち
な
が
ら
皆
で
笑

い
合
え
る
こ
と
を
し
た
い
。
そ
ん
な
こ

と
か
ら
１
日
楽
し
め
る
企
画
の
模
索
が

始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
考
え
ま
し
た
が
、

30
分
以
上
は
難
し
い
と
判
断
し
断
念
。

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
た
ら
「
紙
相
撲
」
が
目
に
留

ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
た
だ
の
紙
相
撲
で
は
面
白

く
な
い
と
考
え
、
思
い
思
い
に
色
や
模

様
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
で
他
に
類
を

玉
堤
分
場
だ
よ
り

玉
堤
分
場
だ
よ
り

コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

だ
よ
り

だ
よ
り

岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム

岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム

だ
よ
り

だ
よ
り

ろ
ん
、
避
難
誘
導
の
ス
ム
ー
ズ
な
指
示
、

求
め
ら
れ
る
情
報
や
連
絡
先
な
ど
、
改

め
て
多
く
の
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
普
段
の
支
援
が
活
か
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
実
施
す
る
度
に
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
者
と
も
訓
練
後
は
振
り
返
り
を

行
い
、職
員
だ
け
で
な
く
、利
用
者
に
も
、

訓
練
の
意
義
や
防
災
意
識
が
高
ま
る
よ

う
、
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
署
に
も
避
難
訓
練
実
施

の
報
告
と
、
訓
練
か
ら
生
ま
れ
た
課
題

や
疑
問
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

日
頃
の
支
援
が
大
切
な
の
は
当
然
で

す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
施

設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
細
田　

隼
矢
）

支
援
員
だ
け
で
な
く
、
事
務
員
、
看
護

師
も
参
加
し
た
こ
と
で
多
角
的
な
視
点

で
支
援
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
19
名
の
職
員
が
参
加

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
基
づ
き
３
つ
の
密
に
配
慮
し
ま

し
た
。
大
人
数
で
の
研
修
は
難
し
い
と

考
え
ま
し
た
が
、
所
内
で
Ｔ
Ｖ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
実
り
あ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い

て
も
こ
れ
ま
で
の
安
定
し
た
方
法
と
、

新
し
い
発
想
で
よ
り
良
い
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
継
続
し
て
所
内
研
修
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
水
原　

咲
子
）

見
な
い
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
的
な
力
士
を

創
造
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
距
離
を
保
ち
な

が
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
支
援
方

法
も
生
活
介
護
職
員
全
員
で
考
え
ま
し

た
。

　

紙
相
撲
大
会
岡
本
春
場
所
当
日
。
表

彰
状
を
賭
け
て
14
名
の
力
士
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
色
と
り
ど
り
の
力

士
が
妙
に
凛
々
し
く
見
え
、
利
用
者
も

気
合
十
分
。「
は
っ
け
よ
～
い
の
こ
っ

た
！
」
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向
に
進
ん
で

い
く
力
士
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
果
敢

に
挑
む
姿
に
は
、
感
動
す
ら
覚
え
ま
し

た
。
利
用
者
の
歓
喜
の
声
は
、
最
後
ま

で
鳴
り
止
む
こ
と
は
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
は
、
夏
場
所
で
激

突
で
す
！�

（
関
口　

友
則
）

　

新
た
な
仲
間
を
迎
え
る
か
の
よ
う
に

桜
の
蕾
が
開
き
始
め
た
４
月
１
日
に
入

所
式
を
行
い
、
新
た
に
４
名
の
利
用
者

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
利
用
者
の
ご
家

族
な
ど
多
く
の
方
を
お
招
き
し
、
温
か

い
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

感
染
予
防
に
努
め
る
た
め
、
新
規
利
用

者
の
ご
家
族
の
み
、
お
招
き
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
年
間
行
事
や
日
中
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
さ
れ
る
活
動
が
変

更
ま
た
は
延
期
、
中
止
に
な
る
な
ど
感

染
予
防
対
策
の
た
め
に
仕
方
が
な
い
と

は
い
え
利
用
者
、
職
員
共
に
と
て
も
残

念
な
思
い
を
募
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
利
用
者
同
士
で
話

し
合
い
、
そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
な

か
っ
た
折
り
紙
や
施
設
内
に
隠
れ
た
ク

イ
ズ
を
探
し
て
答
え
る
「
泉
ク
エ
ス
ト
」

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
自
粛
期

間
中
で
も
自
宅
で
作
業
に
取
り
組
ん
だ

り
、
作
業
席
の
見
直
し
等
「
今
で
き
る

こ
と
」
を
一
生
懸
命
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
終
息
を
迎
え

る
こ
と
を
皆
で
願
い
続
け
て
い
ま
す
。

（
舩
迫　

剛
史
）

「
避
難
訓
練
」

「
サ
ー
ビ
ス
検
討
会
」

「
紙
相
撲
大
会
岡
本
春
場
所
」

泉
の
家
だ
よ
り

泉
の
家
だ
よ
り

「
新
た
な
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
」

水害を想定し、地上へ避難

新規利用者の方ご家族と記念撮影

公園でリフレッシュしました

コロナ感染対策もしっかり！
販売会へ

個性的な力士がいっぱい

優勝力士と記念写真
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障
害
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団
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定
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物
協
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頒
価
五
十
円

　
　
　
　

〒
１
５
７-

０
０
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２

　
　
　
　

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
３-

１-
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ヴ
ェ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
102

編
集
人　

社
会
福
祉
法
人　

泉
会

日頃の温かい皆様のご支援に感謝しつつ、利用者様の思いに少しでも多く応えられ
るように。そしてより良い毎日を過ごせますように前進あるのみです。� 川﨑編 集 後 記

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
通
所
自
粛
に

ご
協
力
頂
い
た
利
用
者
、
ご
家
族
の

皆
様
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
施
設

に
通
所
し
て
頂
い
た
利
用
者
、
ご
家

族
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
自
粛
期
間
中
の
過
ご

し
方
や
大
変
だ
っ
た
事
な
ど
を
コ
イ

ノ
ニ
ア
か
み
き
た
の
利
用
者
、
長
田

亘
様
の
ご
家
族
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

Ｑ
＆
Ａ
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ�

１
．
自
粛
期
間
中
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
ま
し
た
か
？

　

家
族
全
員
在
宅
で
し
た
。
亘
に
は
で

き
る
だ
け
規
則
正
し
く
、
コ
イ
ノ
ニ
ア

で
日
々
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
活

動（
運
動
、
字
の
練
習
な
ど
）に
近
い
こ

と
を
や
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

定
期
的
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
、
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
し
た
。

Ｑ�

２
．
自
粛
期
間
中
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

亘
の
相
手
だ
け
を
し
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
放
っ

て
お
く
時
間
が
増
え
て
、
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
り
、（
そ
れ
だ
け
が
原
因
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
）何
年
も
な
か
っ

た
大
発
作
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ�

３
．
今
後
の
通
所
で
気
に
か
け
た
い

こ
と
、
事
業
所
に
気
に
か
け
て
ほ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

い
つ
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
お
き

る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
在
宅
に
な
っ

た
時
の
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
経
験
で
、
生
活
介

護
の
有
難
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
通
所

再
開
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
通
常
で
も
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
動
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
に

合
わ
せ
た
支
援
方
法
を
再
考
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（

安
齋　

香
澄
）

2020年度 9月～12月予定表

訃報

行　事 販�売�会
9月 11日（金）	 リモート交流会（泉の家・岡本）
9月23日（水）	 利用者交流イベント（コイノニア）
10月3日（土）	 日帰り旅行（日の出舎）
10月5日（月）	 移動水族館イベント（日の出舎・就労日の出舎）
10月 9日（金）	 日帰り旅行（岡本）
10月18日（日）	 日帰り旅行（日の出舎）
11月6日（金）	 日帰り旅行（泉の家・岡本）
11月13日（金）	 日帰り旅行（岡本）
12月4日（金）	 ありがとうの日（泉の家）
12月8日（火）	 年納め会（岡本）
12月11日（金）	 日帰り旅行（コイノニア）
12月12日（土）	 クリスマス会（日の出舎・就労日の出舎）

9月	 こひつじまつり（泉の家）
10月１８日（日）	 区民スポーツまつり（泉の家）
11月	 駒澤大学スポーツフェスティバル（泉の家）
12月２日（水）	 多摩産材利用拡大フェア2020（就労日の出舎）
～３日（木）

12月６日（日）	 区民ふれあいフェスタ（泉の家・岡本）

＊社会福祉法人　泉会＊
法 人 本 部
泉 の 家

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番23号
☎03（3417）3451（代）　FAX03（3417）3463

izumi@izumikai.jp
岡 本 福 祉
作業ホーム

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番24号
☎03（3415）3366（代）　FAX03（3415）4976

okamoto@izumikai.jp
相談支援センター
お か も と

soudan-okamoto@izumikai.jp

玉 堤 分 場 〒158-0087　世田谷区玉堤2丁目3番1号
☎03（5707）9431（代）　FAX03（5707）9433

tamatutumi@izumikai.jp�

コイノニア
か み き た 〒156-0057　世田谷区上北沢1丁目32番14号

☎03（5316）2251　FAX03（5316）2252
koinonia@izumikai.jpグループホーム

こいのにあ
日 の 出 舎

就労日の出舎

相談日の出舎

〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3030番
☎042（597）1451（代）　FAX042（597）2205

info@hinodesha.org

グループホーム
の ぞ み

〒197-0804　あきる野市秋川2-3-1
☎042（533）3608　FAX042（533）3609

（岡本福祉作業ホーム内）

「
自
粛
期
間
を
経
て
」

「
自
粛
期
間
を
経
て
」

　

社
会
福
祉
法
人
泉
会
の
前
理
事
長 

橋
向 

敏
治
様
が
５
月
30
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
83
）

　

橋
向
前
理
事
長
は
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
３
年
の
12
年
間 

泉

会
の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　

な
お
ご
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（お知らせ）�新型コロナウイルスの影響で記載の予定が変更や中止となる場合があります。また、恒例となっている行事につきましても、
中止とさせていただいているものがございます。詳しくは、各事業所までお問い合わせ下さい。


